
 (1) 学生生徒等納付金 387,540,000 387,900,000

 (2) 手数料 1,050,000 1,999,940

 (3) 寄付金 0 100,000

 (4) 経常費等補助金 50,050,000 44,964,862

 (5) 付随事業収入 0 0

 (6) 雑収入 0 2,290,030

 教育活動収入計 438,640,000 437,254,832

  (1)  人件費 162,883,000 157,662,053

  (2)  教育研究(管理）経費 233,014,000 215,444,200

  (3)  徴収不能額等 0 1,338,400

 教育活動支出計 395,897,000 374,444,653

42,743,000 62,810,179

 (1) 受取利息・配当金 0 177,008

  (2)  その他の教育活動外収入 0 0

 教育活動外収入計 0 177,008

  (1)  借入金等利息 1,650,000 1,566,802

  (2)  その他の教育活動外支出 0 0

 教育活動外支出計 1,650,000 1,566,802

-1,650,000 -1,389,794

  (1)  資産売却差額 0 0

  (2)  その他の特別収入 0 0

   （うち寄付金） 0 0

   （うち補助金） 0 0

 特別収入計 0 0

  (1)  資産処分差額 0 23

  (2)  その他の特別支出 0 0

 特別支出計 0 23

0 -23

37,093,000 61,420,362

0 -6,859,333

37,093,000 54,561,029

-74,770,834 -74,770,834

0 0

-37,677,834 -20,269,805

令　和　６　年　度　　　事　業　活　動　収　支　計　算　書

区　　　　　分 予　算 決　算

収
入
の
部

支
出
の
部

教
育
活
動
収
支

 当年度収支差額

 前年度繰越収支差額

 基本金取崩額

教育活動収支差額

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

支
出
の
部

 教育活動外収支差額

 翌年度繰越収支差額

特
別
収
支

収
入
の
部

支
出
の
部

特別収支差額

 基本金組入前当年度収支差額

 基本金組入額合計



金　　　　額 金　　　　額

1,311,949,949 165,028,500

1,275,583,433 （1） 長期借入金 144,416,000

（1） 土　地 832,048,198 （2） 学校債 0

（2） 建　物 407,465,939 （3） 長期未払金 0

（3） 構　築　物 2,334,830 （4） 退職給与引当金 20,612,500

（4） 教育研究用機器備品 24,272,659 （5） その他 0

（5） その他 9,461,807 499,336,630

22,639,146 （1） 短期借入金 33,336,000

（1） 退職給与引当特定資産 20,612,500 （2）
一年以内償還予定学校
債 0

（2） その他 2,026,646 （3） 手形債務 0

13,727,370 （4） 未払金 13,800,874

（1） 有価証券 11,200,000 （5） 前受金 356,287,000

（2） 収益事業元入金 0 （6） その他 95,912,756

（3） 長期貸付金 0 664,365,130

（4） その他 2,527,370 1,582,688,551

914,893,927 （1） 第１号基本金 1,562,688,551

（1） 912,837,149 （2） 第４号基本金 20,000,000

（2） 0 -20,269,805

（3） 2,056,778 翌年度繰越収支差額 -20,269,805

2,226,843,876 2,226,843,876合　　　　　計

特 定 資 産

内
　
訳

内
　
訳

そ の 他 の 固 定 資 産

内
　
訳

 基　　　本　　　金

合　　　　　計

 流　　　動　　　資　　　産

現金預金

 負　　債　　計

内
　
　
　
　
　
　
訳

有 形 固 定 資 産

令　和　６　年　度　　　貸　　借　　対　　照　　表

短期貸付金  繰　越　収　支　差　額

資　　産　　の　　部 負 債 ・ 純 資 産 の 部

科　　　　　目 科　　　　　目

 固　　　定　　　資　　　産  固　　　定　　　負　　　債

 流　　　動　　　負　　　債

内
　
　
訳

内
　
訳

内
　
　
　
訳

内
　
　
訳

その他



(単位　円)

資　産　総　額 2,226,843,876

基　本　財　産 1,311,949,949

運　用　財　産　 914,893,927

・現金・預金　 912,837,149

・その他の資産 2,056,778

負　債　総　額 664,365,130

・固定負債 165,028,500

・流動負債 499,336,630

正　味　財　産 1,562,478,746

財　産　目　録

令和７年３月３１日現在



令和７年度 学校法人九州呉学園 事業報告書 

 

 

 

１、法人の概要 

 

１）設置校、設置学科、定員 

■専門学校日本デザイナー学院／文化教養課程 総定員４８０名（募集定員２００名） 

○文化教養専門課程 デザイン学科（３年制）／総定員１２０名（募集定員４０名） 

 グラフィックデザイン科／イラストレーション科 

 

○文化教養専門課程 クリエイティブ学科（３年制）／総定員１２０名（募集定員４０名） 

 くらしデザイン科／ゲームクリエイター科 

 

○文化教養専門課程 デザイン学科（２年制）／総定員２４０名（募集定員１２０名） 

 コミックイラスト科／マンガ科／映像・写真科／雑貨＆アクセサリーデザイン 

 

 

２）役員・教職員の概要（２０２５年５月２４日現在） 

 ■役員定員／理事７名 

   第６条１号理事   伊藤 敬生（校長） 

   第６条２号理事   宋 成烈（理事長）、呉 清香、本永 久継、西田 茂、熊倉 格 

   第６条３号理事   藤井 秀重 

  

●役員定員／評議員１５名 

   第２３条１号評議員 萩尾 あかね、大賀 琢実、野村 佳弘、武藤 孝昌 

第２３条２号評議員 寺岡 奨 

第２３条３号評議員 宋 成烈、呉 清香、大庭 香代子、藤井 秀重、本永 久継、西田 茂 

熊倉 格、清水 要、小島 隆志、安富 まり子 

  

●監事／２名 上野 圭介、猶嵜 博子 

 

  ●教職員 

   ■専門学校日本デザイナー学院 

    校長 １名、副校長 １名、講師６１名、職員１４名、校医 １名  計７８名 

 

 

 

 

 

 



２、令和６年度の事業報告 

１） 進級率、卒業率・進路決定率について 

 進級率：８２．９％ 

卒業率：７９．３％ 

進路決定率：９１．３５％／就職率９０．３２％（３月３１日時点） 

   

２） 令和６年度の実績 

 コラボレーションイベント 

  ・博多どんたく港まつり 

  ・JR 九州高架下壁画制作 

  ・ハウス食品うまかっちゃんどんぶりデザイン（MAKUAKE 写真撮影・記者発表） 

  ・九州レインボープライド（Tシャツデザイン・ポスターデザイン） 

・電通九州（ニジニッポンプロジェクト 中村中さん特別授業） 

 ・博多マイングディスプレイコンテスト（ウインドウディスプレイ） 

 ・博多マルイ＋ツミキ証券（イベント企画・ゲームデザイン制作） 

 ・福岡青年会議所（子ども向けアートイベント／パラダイスアート） 

・アビスパ福岡＋リクシル（ファミリーデイ写真撮影） 

・福岡芸術高校（宣材写真撮影） 

 ・株式会社理創（駐車場パネル壁画制作） 

 ・博多区役所（いい夫婦の日フォトブース） 

 ・SONY ストア天神（機材レンタル撮影・作品展） 

 ・天盃酒造（ラベルデザイン） 

 ・博多町家ふるさと館（３０周年記念ポスターコンペ） など 

  

 作品展／受賞等 

 ・ＪＡＧＤＡ国際学生ポスターアワード２０２４ ４名入選／1 名受賞（特殊東海製紙賞） 

・第２０回ＡＣジャパン広告学生賞 テレビＣＭ部門「奨励賞」（１年映像・写真科） 

   ・福岡県警サイバーセキュリティ＆情報リテラシー広報啓発作品コンクール 

最優秀賞作品１点／優秀賞作品２点／入賞作品２点／選外佳作１点 

   ・第１３回インテリア設計士の家具デザインコンペ／奨励賞 

   ・福岡県展デザイン部門／入選３名 

   ・久留米ビジネスコンテスト 学生部門審査員賞（※大熊先生も一般部門同時受賞）など 

     

   特別講義・特別授業 

   ・アルジュナ特別授業・学生作品講評会 

・ＪＡＧＤＡ学生ポスターコンクール特別授業（居山先生・菅沼先生）    

   ・パッケージデザイン授業（ハマナカシンヤ氏） 

   ・福岡県警サイバー犯罪ポスター展作品制作ワークショップ（作本拓也氏） 

・アートワークショップ（いたみありさ氏・カラリズムリサ氏） 

   ・芦屋マキ先生特別講座 

   ・編み物講座 

   ・３Dモデリングワークショップ など 



 

クリエイターサマーキャンプ 

    通常授業で実施できない特別授業を組み、学生の知識の幅を広げ、意欲向上を目的として実施。 

ＪＡＧＤＡ特別ゲスト講評会／リソグラフ印刷講座／レインボープライドプレゼンテーション 

アジア美術館アジアンポップ観覧／サイバー犯罪ポスターコンテスト特別授業／ＡＩ講座 

ヌードデッサン／羊毛フェルト講座／木工講座／ＪＲ高架下壁画制作／石膏デッサン 

ヌードデッサン／アニメーション基礎講座／ＷＥＢＴＯＯＮ講座／映像制作 など 

 

学園祭 

    例年と同じく、企画から学生が主体となって計画し、実行委員を形成して当日の運営まで実施。 

先輩から後輩へというつながりが強くなり、実行委員として参加した学生のモチベーションが 

高くなったことや、高い意識で卒業制作に取り組む姿も見られ、当校の伝統を感じられる行事と 

なっている。来場者も昨年の７３４名を大きく上回る１２００名が来場し非常に盛り上がった。 

 

   卒業・進級展 

    学内での作品展示及び、特別講演などを実施。作品展示を各ゼミ担当の講師に指導をお願いし、額装や

出力、展示方法なども向上されたと感じる。また、ご来場いただいた企業や関係者の方からの感想も、

作品レベルが上がっているという感想を頂くことが多く、質の高い作品展となった。今年度は学生向け

特別講演として、卒業生のひのもとめぐる氏、新穂文健氏をお迎えし、特別講演とライブペイントを実

施。来校者は９００名（学生込み）を超え盛況となった。 

 

 

※令和７年度の事業計画は、３月６日の理事会・評議委員会で提出した「２．事業概要」にてご確認ください。 
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